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バナナのバンチートツプ病発生調査

野原堅世

（琉球植物防疫所）

農家の話によるとバナナのパンチートヅプ病に類･似し

た症状は終戦直後から少々ではあるが認められた．しか

し当時はこれはパショウゾウムシ（COS腕”0ﾉｶﾞﾉess

oγdzUeEermar）による被害ではないかと考えられてい

たという．

ゾウムシの発生の多い地域では両者が同時に寄生し，

根を堀上げて見ろとゾウムシがよく認められることから

そのように考えられてきたのであろう．

この病害の沖縄における最初の記録は1960年ハワイ大

学のヘンリーＹ，ナカソネ教授が，「試験場の果樹園に
１）

のみ発生しているようである」と報告している．

その後1964年６月，首里金城町でパンチートヅプ病に

似たバナナの罹病株を採集し，圃場に移殖して観察した

ところ文献上の病徴と一致した．また1965年に西サモア

に発生しているパンチートヅプ病を観察する機会を得た

のでその病徴と比較したところそれともよく一致するこ

とを認めた．

この病害の呼び名としては一般にはバナナのパンチー

トヅプ病（BananaBunchy-top）として知られている

が，その他キャペツトヅプ(Cabbagetopルカーリー
８）

トップ（CurlytopLストラングルズ（Strangles）
４%5）

また台湾では萎縮病として呼ばれている．

資料は少々古いが1964年と1965年に沖縄本島及び八重

山で発生調査を行なったので報告する．なおその後も発

生は多く見られるので現在ではこの調査結果をはるかに

上まわるものと思われろ．

１．歴止と分布

この病害は1880年代にフイジーに発生し，1913年には

オーストラリアのニューサウスウォルスにフィージーよ

り輸入したバナナ苗とともに侵入，さらに３年後の1916
３）

年にはクインスランドで発生した．現在発生している

地域は次の通りである．

アジア：セイロン，インド，フィリッピン，ニューギ

ニア，マラヤ，ボルネオ，台湾．

オーストラリア：クィンスランド，ニューサウス・ウ

オールス．

太平洋地域：フィジー，。､笠原諸島，エリス島，サモ

ア，トンガ．

アフリカ：エジプト，ベルギー領コンゴ．

２．病原

病原はウィルスとされており，パナナパンチートップ
３）

ウィルス（BananaBunchy-topVirus）の他パナナト
２）

ヅプウィルス１（BananaVirsusllohnson），ムサ

ウィスル１（ＭｕｓａＶｉｒｕｓｌ）の呼び名がある．

汁液による伝染は行われず，バナナクロスジコパネアブ

ラムシ（PC"'α""/α〃Ｗｏ"伽γUosaCoq.）によって
２).3).4）

のみ伝染する．

３．病徴

最初，葉片の裏面や葉F柄，中肋の下部に葉脈にそって

濃緑色の条斑が現れる（巾は0.4～1.0噸，長き２～３ＩｌｌＩｌｌ

から12,13噸またはそれ以上に及ぶこともある)．これは

病徴が進むにつれて数を増し，波線状となる．葉脈は透

明となりのち壊そを生ずる．出現する新薬は黄化して小

さくなり，葉柄も短かく直立する．直ちに萎凋すること

はないので，つぎつぎに出てくる葉は擬茎上に集まり，

いわゆるバンチー状，またはローゼヅト状となり萎縮す

る．

このようになった葉はもろく手で容易にちぎることが

出来る．この状態は１～２年位続き，そのうち葉の縁か

ら褐色となり薄膜化して枯死する．病徴は生育の全過程

を通じて現れるが，典型的なバンチー状は幼木にわりあ

いよく現れる．軽症の場合は結実するするともあるがそ

れは小さく商品としての価直はない．

４．発生調査

1964年と1965年に沖縄本島の北，中，南部及び八重山

の19市町村を任意に選び調査を行なった．方法としては

葉片，葉j柄，中肋に緑条斑を生じ，葉脈は透明となり，

萎縮してパンチー状となっている株を罹病株として株単
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位でその数を調べ調査洙数に対する罹病率を算出した．

沖縄本島では那覇を含めて18市町村中17市町村に，また

八重山石垣市と竹富町にも発生を認めたので合計19市町

バナナのパンチートヅプ病発生調査成績

村にその発生が認められた．平均罹病率は4.73％であっ

た．
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１.罹病株３．根部５.バナナに寄生したクロスジコパ

ネアブラムシ２.罹病株４.葉脈の透化６.葉片にで

きた緑条斑

５．防除法

本病害は系統性であるから(1)植付けに当っては健全株

より採苗すること．（２）罹病珠は回復することは少な

く，伝染源となるのみであるから早急に堀取り処分する

こと．（３）沖縄でもクロスジコパネアブラムシ（バナ

ナアブラムシ）の発生はふつうに見られ，これが主な染

伝源と考えられるのでその駆除を行なうこと等である．

本調査に当っては小谷義秀，川田江昭，中里幸雄の諸

氏にまた八重山での調査には上原邦雄氏に協力していた

だいた．深く感謝申し上げます．
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